
▲曹友会による模擬売店 ▲熱心に装備品の説明を受ける来場者 ▲ちびっ子広場も大盛況

▲偵察隊による妙技 ▲出雲北陵高校吹奏楽部によるオープニング演奏
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出
雲
駐
屯
地
（
司
令　

安
河
内
２

佐
）
は
、
７
月
24
日
、
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
タ
2016（
駐
屯
地
開
放
行
事
）
を
開

催
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
夏
休
み
最
初
の
日
曜
日
で
あ
り
、

県
内
外
か
ら
約
2000
人
の
来
場
者
で
大

い
に
賑
わ
っ
た
。

　

行
事
は
、
全
国
レ
ベ
ル
の
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
で
あ
る
出
雲
北
陵
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
若
さ
溢
れ
る

軽
快
な
演
奏
で
幕
を
開
け
、
第
13
偵

察
隊
の
技
術
、
妙
技
を
披
露
し
た

オ
ー
ト
バ
イ
ド
リ
ル
、
機
動
や
空
包

射
撃
な
ど
動
き
を
交
え
た
装
備
品
展

示
へ
と
続
き
、
午
後
か
ら
は
74
式
戦

車
、
高
機
動
車
、
96
式
装
輪
装
甲
車

の
体
験
試
乗
が
行
わ
れ
、
行
事
終
了

ま
で
長
蛇
の
列
が
途
切
れ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
駐
屯
地
曹
友
会
に
よ
る
模

擬
売
店
や
第
304
施
設
隊
が
担
当
し
た

「
ち
び
っ
子
広
場
」
も
多
数
の
家
族

連
れ
で
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

来
場
者
は
恒
例
と
な
っ
た
本
行
事

を
通
じ
て
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
る

と
と
も
に
出
雲
駐
屯
地
に
対
す
る
理

解
を
一
層
深
め
た
。



▲元気良く駐屯地に到着した参加者達▲元気良く駐屯地に到着した参加者達

▲現地で調整する隊員

▲要支援者を搬送する隊員▼
▲情報収集する警備幹部

▲車両の空気圧点検をする参加者

▲心肺蘇生法を学ぶ参加者
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「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日
、

駐
屯
地
は
出
雲
市
防
災
会
議
が

主
催
し
た
、
平
成
28
年
度
出
雲

市
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
。

　

本
訓
練
は
「
９
月
１
日
８
時

30
分
に
震
度
６
弱
の
地
震
が
発

生
し
、
出
雲
地
区
に
お
い
て
建

物
倒
壊
等
の
被
害
が
生
じ
、
人

命
救
助
、
物
資
の
補
給
、
避
難

所
開
設
等
の
対
応
が
必
要
と

な
っ
た
」
と
の
想
定
で
行
わ
れ

た
。

　

午
前
９
時
に
出
雲
市
災
害
対

策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
駐
屯
地

警
備
幹
部
（
偵
察
隊　

日
野
１

尉
）
以
下
３
名
の
隊
員
を
派
遣

し
、
情
報
収
集
に
あ
た
っ
た
。

　

そ
の
後
、
出
雲
市
四
絡
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
避
難

所
が
開
設
さ
れ
、
偵
察
隊
、
施

設
隊
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
計
７
名
の

隊
員
を
派
遣
し
現
地
の
関
係
機

関
と
連
絡
調
整
を
行
い
、
小
型

２
両
及
び
救
急
車
の
装
備
で
被

害
状
況
の
確
認
、
要
支
援
者
搬

送
等
の
活
動
を
実
施
し
た
。

　

本
訓
練
に
参
加
し
て
、
陸
上

自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
の
行
動
を

周
知
さ
せ
、
防
衛
基
盤
の
拡
充

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

駐
屯
地
は
、
９
月
７
日
〜
９

日
、
出
雲
市
立
第
二
中
学
校
、

同
向
陽
中
学
校
、
９
月
12
日
〜

13
日
、
松
江
市
立
湖
北
中
学
校
、

９
月
13
日
〜
15
日
、
出
雲
市
立

第
三
中
学
校
、
９
月
14
日
〜
16

日
、
出
雲
市
立
斐
川
西
中
学
校
、

　

駐
屯
地
は
ひ
ら
た
100
㎞
徒
歩
の
旅
実
行
委

員
会
が
主
催
し
た「
ひ
ら
た
100
㎞
徒
歩
の
旅
」

に
対
し
８
月
19
日
か
ら
20
日
の
間
、
出
雲
駐

屯
地
で
の
宿
泊
・
入
浴
及
び
給
食
支
援
を
実

施
し
た
。

　

19
日
、
三
度
笠
を
か
ぶ
っ
た
子
供
達
一
行

約
40
名
が
大
勢
の
支
援
者
に
支
え
ら
れ
駐
屯

地
に
元
気
な
姿
で
到
着
し
た
。

　

子
供
達
は
到
着
後
、
給
水
と
休
憩
の
後
、

隊
員
食
堂
で
夕
食
を
摂
り
、
そ
の
後
、
隊
員

浴
場
で
入
浴
し
、
汗
を
洗
い
流
す
と
と
も
に

疲
れ
を
癒
し
て
い
た
。

　

翌
日
20
日
は
朝
５
時
に
起
床
し
、
出
発
準

備
を
整
え
６
時
に
は
元
気
よ
く
100
㎞
完
歩
す

る
こ
と
を
誓
い
な
が
ら
出
雲
駐
屯
地
を
後
に

し
て
い
っ
た
。

出
雲
市

防
災
訓
練

同
斐
川
東
中
学
校
、
同
河
南
中

学
校
の
各
学
校
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
期
間
、
職
場
体
験
支
援

を
実
施
し
た
。

　

体
験
学
習
内
容
は
主
に
基
本

教
練
、
救
急
法
野
外
衛
生
教
育
、

土
の
う
作
成
、
ロ
ー
プ
訓
練
、

車
両
の
点
検
整
備
な
ど
自
衛
隊

な
ら
で
は
の
内
容
で
あ
っ
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
真
剣

な
眼
差
し
で
取
り
組
み
、「
何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
積
極

性
と
集
団
行
動
の
難
し
さ
、
挨

拶
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。」
な

ど
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

　

支
援
を
担
当
し
た
隊
員
も
職

業
観
、
勤
労
観
を
育
成
さ
せ
る

と
と
も
に
陸
上
自
衛
隊
の
任
務

及
び
活
動
を
理
解
、
認
識
さ
せ

地
域
防
衛
基
盤
の
育
成
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
９
月
28
日
〜
30
日
の

期
間
に
も
、
出
雲
市
立
第
一
中

学
校
、
同
浜
山
中
学
校
、
松
江

市
立
第
三
中
学
校
、
同
第
四
中

学
校
、
同
東
出
雲
中
学
校
に
対

し
て
職
場
体
験
学
習
支
援
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

職
場
体
験
学
習
支
援

ひらた100㎞徒歩の旅支援
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永
年
の
勤
務
お
疲
れ
様
で
し
た
。

祝 

定
年
退
官

偵
察
隊

　
　

1
等
陸
尉　

米
原　

利
幸

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
高
松
町

転 
出

●
幹
部

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
尉　

山
本　

浩
平

　
　
（
施
設
学
校
＝
勝
田
）

▽
業
務
隊

　

１
等
陸
尉　

辰
巳　

啓
子

　
　
（
阪
神
病
院
＝
川
西
）

●
陸
曹
・
陸
士

▽
偵
察
隊

　

３
等
陸
曹　

原
口　

博
和

　
　
（
第
11
偵
察
隊
＝
真
駒
内
）

　

陸
士
長　
　

木
原　

哲
平

　
　
（
第
1
空
挺
団
第
1
普
通
科
大
隊
＝
習
志
野
）

　

陸
士
長　
　

朝
日　

健
太

　
　
（
中
部
方
面
会
計
隊
＝
伊
丹
）

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
曹　

石
村　

功

　
　
（
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
）

　

３
等
陸
曹　

曽
我
部　

翔
太

　
　
（
第
13
施
設
隊
＝
海
田
市
）

　

３
等
陸
曹　

平
田　

篤
史

　
　
（
第
４
施
設
団
本
部
付
隊
＝
大
久
保
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

１
等
陸
曹　

向
田　

徳
男

　
　
（
第
104
施
設
直
接
支
援
大
隊
整
備
隊
＝
大
久
保
）

　

２
等
陸
曹　

松
本　

宗
樹

　
　
（
第
104
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援
隊

＝
三
軒
屋
）

▽
基
地
通
信
隊

　

１
等
陸
曹　

大
田　

博
司

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

人
事
往
来

転 

入

●
幹
部

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
尉　

福
田　

浩
之

　
　
（
施
設
学
校
＝
勝
田
）

▽
業
務
隊

　

１
等
陸
尉　

小
泉　

紀
子

　
　
（
阪
神
病
院
＝
川
西
）

　

１
等
陸
尉　

高
山　

智
宏

　
　
（
衛
生
学
校
＝
三
宿
）　　

●
陸
曹

▽
施
設
隊

　

１
等
陸
曹　

川
上　

芳
宏

　
　
（
第
８
普
通
科
連
隊
＝
米
子
）

　

２
等
陸
曹　

高
橋　

真
一

　
　
（
第
２
施
設
群
＝
湯
布
院
）

　

２
等
陸
曹　

出
川　

勇

　
　
（
第
307
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
＝
大
久
保
）

▽
第
１
直
接
支
援
隊

　

１
等
陸
曹　

田
井　

稔

　
　
（
第
104
施
設
直
接
支
援
大
隊
整
備
隊
＝
大
久
保
）

▽
業
務
隊

　

１
等
陸
曹　

熊
谷　

伸
士

　
　
（
第
47
普
通
科
連
隊
＝
海
田
市
）

　

２
等
陸
曹　

鷲
見　

温
弘

　
　
（
豊
川
駐
屯
地
業
務
隊
＝
豊
川
）

▽
基
地
通
信
隊

　

陸
曹
長　
　

丸
山　

喜
吉

　
　
（
第
312
基
地
通
信
中
隊
＝
海
田
市
）

10
月
定
年
退
官
予
定
者

業
務
隊　

陸
曹
長　

田
部　

範
生

施
設
隊　

陸
曹
長　

神
田　

和
秀

施
設
隊

　
　

准
陸
尉　

松
本　

秀
延

　
　
　
　

帰
住
先
：
出
雲
市
古
志
町
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出
雲
支
部　

上
岡
明
雄

　

島
根
県
隊
友
会
（
会
長　

持
田
佳
郎
）
は
、

７
月
６
日
、
出
雲
駐
屯
地
で
平
成
29
・
30
年

度
の
定
年
退
官
予
定
者
に
対
し
「
退
職
後
の

生
活
設
計
」
に
つ
い
て
会
長
の
体
験
談
を
交

え
講
話
を
実
施
し
た
。

　

特
に
、
今
日
の
社
会
、
労
働
情
勢
等
を
鑑

み
、
必
要
な
知
識
及
び
再
就
職
の
心
構
え
等
、

円
滑
な
就
職
活
動
に
資
す
る
べ
き
事
項
を
被

教
育
者
は
終
始
真
剣
に
聴
講
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
か
ら
職
場
紹
介
も
あ
り
、
活

発
な
質
疑
応
答
を
実
施
、
退
職
準
備
に
向
け

て
の
情
熱
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

平
田
支
部
長　

田
中
秋
美

　

島
根
県
隊
友
会
は
７
月
10
日
、
出
雲
市
大

社
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
会
長
以

下
20
名
が
親
睦
を
目
的
に
第
３
回
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
特
別
会
員
及
び

現
職
隊
員
と
飛
距
離
等
自
慢
の
腕
を
披
露
し

競
い
合
い
、
意
義
あ
る
交
流
、
親
睦
を
図
る

こ
と
が
で
き
た
。

事
務
局
次
長　

築
森
寛
喜

　

島
根
県
隊
友
会
は
７
月
30
日
、
松
江
市
の

く
に
び
き
メ
ッ
セ
に
お
い
て
、
島
根
県
主
催

の
平
成
28
年
度
防
災
安
全
講
演
会
に
各
種
団

体
等
と
し
て
14
名
が
参
加
し
た
。

　

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
准
教
授
、
木
村
玲

欧
氏
を
講
師
と
し
て
招
き
、「
災
害
・
防
災

の
心
理
学
〜
自
助
と
共
助
で
乗
り
切
る
防
災

入
門
〜
」
と
題
し
、
災
害
時
の
人
間
心
理
や

行
動
は
、
普
段
「
常
識
」
と
し
て
理
解
し
て

い
る
心
理
・
行
動
と
は
異
な
る
点
や
災
害
時

に
は
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態
に
な
っ
て
ど
の

よ
う
な
行
動
を
と
る
の
か
、
災
害
に
備
え
て

日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
事
を
考
え
て
備
え
て

お
け
ば
良
い
の
か
に
つ
い
て
、
事
例
を
引
用

し
て
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え
、
特
に

防
災
の
担
い
手
は
自
助
・
共
助
・
公
助
の
重

要
性
を
熱
心
に
解
説
さ
れ
、「
明
日
は
我
が

身
」
の
心
構
え
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
た
。事

務
局
次
長　

築
森
寛
喜

　

島
根
県
隊
友
会
は
８
月
15
日
、
政
府
主
催

の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
併
せ
、
出
雲
市
今

市
町
の
一
の
谷
公
園
に
あ
る
戦
没
者
慰
霊

碑
「
平
和
記
念
塔
」
に
会
長
他
29
名
の
会
員
、

家
族
等
が
参
集
し
た
。

　

本
慰
霊
に
石
﨑
理
事
役
、
金
子
事
務
局
次

長
が
「
異
国
の
丘
」「
九
段
の
桜
」
の
二
吟

を
合
吟
、
川
下
理
事
役
が
「
軍
歌
」
を
各
々

奉
納
し
、
御
霊
に
慰
霊
の
誠
を
さ
さ
げ
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

隊 友 会 活 動

退
職
予
定
隊
員
に
講
話

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

防
災
安
全
講
演
会

御
霊
に
捧
ぐ
吟
詠

読み終ったら
家族にも見せよう


